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ば
.、■.
'其

れ

は

遂

に

：
ド

シ

^

丨̂
テ
.た
ち
ざ
^
を
得
^
い
，
で.

あ

ら

う'

'°

人

，
は

其

の

坐

存

せ

.る
時
代
の
^

#的
，
.
 

.
:關
係
に
.依
"つ「

て
：
殆̂
決

：定

的

の
.影
響
を
受
け
.る
と
云
つ
て
隹
じ
吏
へ
な
い
。
斯C
;て
、.
.吾

：
々

は

，
？
：
凡

妙

,
經

濟

思

想.に
設

然

た

る

社
#

的
®
約

：
の.得

す

本̂
ゐ

を

認̂
ざ
'る
を
得
な
い
0
'で
-あ
.る
0
,誠
に
、'個
人
は
此
0
.制
約
の
^

^

思̂

素

し
,,
'
行
動
ず
る
°
^
つ
'て
、
岡
.

人
^
意
讅
若
く
は
活
動
が
純
猝
に
自
由
で
ぁ
る
：聲
が
な
ぃ
''
0
即

芩

«
.
.
衾
經
濟
思
想
家
0
思
想
乃
：至

露
.を
：
-1
£
.確
に
i

せ
ん
が
た

^

に
、
其
0,
想̂
若
く
は
：行

動

を,«
約
す
る
馨
的
諸
關
係
に
就
い
へ
て
明
確
散
る
：|
|
|
^
持
つ
こ
と
が
絕
；歎ft
'#
蒙

^
所
以
セ
：あ
る
。

.然
旮
に
,

^

#は
ま
.た
自
然
.に
依
つ
七

制
約

せ
ふ

也
る

::
0
即

ち
';
:
'ー
^

0
自

然

的

條

件

は，一定
の
社
#

を
規
定
；す
るo
ll
t

の
事
は
縷 

撒
す
る
迄
も-な
べ
明
白
で
あ
る
タ
だ
が
广
某
の
故
に

^
自

然

的

地

理

的-#
件
0

人
類
社
會
に
對
す
る
影
響
を
決
定
的
と
做
し
、
：遂

に

4
: 

種

：の
宿
命
觀.に
.堕
す
：る
が
如
き
素
朴
な
る
_

激
環
境
論
：は
、
固
ょ
.り
、
秦

々

の

棣

る

と

直
^

1

右
せ
ら
れ
：る
諸
他
の
動
物-

y

毫
も
異
名
所
が
欢
く
な
名
で
あ
ら$
o
:成
程
、
人
間
は
、
，，先
づ
自
己
に
與
へ
ら
れ
：た
る
體
カ
泛
能 

ゆ

と

に

，
依

つ

て

，
制

約

せ

；
ら

办

ノ

更

：
に

彼

の

生

存

を

條

#
づ
ガ
名
：.外
的
自
然
の
.制
約
を
.免
け
る
が
、
併
し
何
時
迄.
共̂
の
.：儘
.で
届
る
：も
.の
. 

で
來
な
い
;o
.
:即

ち

、
：
人

類
-|
±1

の
.自
f

と
レ
て
自
然
の
素
材
來
對
立
し
、
自
然
の
素
材
を
彼
自
身
の
生
活
に
役
立
つ
：形
態
に
變
形
せ

し
む
る
が
た
め
に
、
：：自
己
の
；身
體
に
屬
す
る
諸
®
の
自
然
功
友
る
、
腕
や
脚
，
頭
や
手
を
ば
運
動■せ
し
め
る
0
:彼

は

、
、
此

の
_議

.
に

依

. 

.

.

.

. 

: 

• 

• 

• 

-

つ
^
,外
的
自
然
：に
：働
き
褂
妙
、
之
を
變
化
せ
し
め
、
.
.斯
く
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
ま
た
、
彼I

の
自
然
力
を
も
變
化
發
展
せ
し
め
る 

と
共
に
、.更
に
彼
自
身
の
.褪
に
眠
つ
七
居
る
諸
種
の
潜
在
的
能
力
を
實
現
し
發
達
せ
し
め
る
の
：で

;

ッ
宗
ふ
迄
^
無
く
ザ
此
の
ノ
人
間
ぬ
自
然
に
働

勞

働

過

程

と

：し

H

現
.は
れ
る
の̂

あ
々
、.：
而
し
'

V

澇
働
過
程.こ
；そ
：部
人
類
の
坐
存
を
確
保
す
る
蕋
爾
士
な

•る
も
の
で
あ
る
：
o
.之
に
依
つ
：
 

て
初
や
て
；
<

^

^
:»
の
：生
.存
に
絕
對.：に
必
要
な
る
物
質
的
甯
を
被
自
然
か

-̂
:獲
得
し
#

る
の
で
：
#

る
。
だ
が
、'
此
の
：：場
合
、
.
人
_

が
唯 

次

勞

働

其

扎

晏

忙

依

つ

そ

：、
：

_

_

の
#

働
對
象
に
働
含
褂
け
、
'
其
處
か
:.
6
>生
游
資
料
を
採
取
し
て
生
^

ま
-る
な
：.ら
.ぱ
、
ゾ特
に
人
類
が諸
.他
の
.：動
物̂
■

所
以
は
大
し
て鞔
^

作
る
動
物」

で
來
り
、
而
し
：て
道
其
即
ぢ
勞
働
：手
段
を
作
り
、
：

^
を
用
ふ
$
.に
至
0;
:て
、
兹
に
全
く
他
の
生
物
と
：決
：定
的
^
區

る
の
.で
あ
る
。
誠
に
、
勞
働
手
段
の
創
造
と
使
用
と.は
、
人
類
の
勞
働
過
程.の
特
饱
を
な
す
も
の
で
.あ
-!
)
、
而
し
て
人
齡
が
如
何
な
る

r*
五」

(j 
五
じ
、



1

. 

5

一
 

i

 

一)

程

度

に

證

せ

る

霞

手

f

莩

孟

矣

ん
d

、

彼

が

裏

に

對

じ

て

f

掛

け

て

、

如

何

な

る

嚣

に

豊

富

I

生

活

栽

瓛
名
す
る
か
と
5

’こ
I

推
測
.せ
し
.む
，f

の
で
t

o
人
類
.の
勞
働
過
程
に
於
い
て
努
攀
段
の
持
つ
贏
は
、
斯
く
て
、
誠 

に
決
定
的
で
I

。
然
も
、
S

Q
如
く
、
人
類
•は
常
に
社
會
人
な
衾
故
に
、
人
類

Q
l
s
i
l
l
Q

社
#
關
踅
る
こ
と
勿
論 

で
あ
る
。
而
I
て

斯

毫

關
.
■
下
：に
勞
働
證
が
行
は
る
、
と
き
、
.其
れ
は
即
ち
生
席
證
と
な
り
、
生
產
麗
に
於
い
て
人
頃
が 

相
!5
:
に
取
結
.ぶ
_

は

蜜

_

關
係
飞
あ
る
か
々
生
產
習
は
入
類
が
共
れ
に
於
い
て
取̂̂

依

つ

て

規

定

，
せ

ち

驚

.

こ

と

廣

ら

か

で

あ

.

り

”

，
而
，
^

セ

：速

產

過

痺

^

規

李

る

勞

働

手

殷

豐

晝

宇

碧

く

は

其0
德

念

£

て
.

|產
€

依
つ
て
規
楚
管
れ
5

ら
^
^

產

過

程

從

つ

：
て

勞

働

養

が

社

會

存

立

：

I

礎

條

件

た

含

味

に

於

い

セ

、
爾
餘
一
切
：の
社
^

^

即
ち
、
I

■

係

の

總

和

专

社

會

の

經

濟

■

造

_

ち

所

謂

S

權
造
I

は
、
其
の
社
會
の
政
治
的
I

 

女
化
等
の
所
謂
上
部
構
鸡
の
土
襄
を
ポ
し
、
之
を
？
約

す

る

も

：の
で
：あ
る
。

而
し
て
、
此
の

場
合

、
勿
論
、
：
.上
部
講
造
の
ド
部
鞲
造
之 

:

¥
る
嶺
々
な•る
_

き

褂

け

.
の

存

ず

る

I

は
確
認
し
な
け
外
ば
な
ら
な
.い
げ
だ
が
、
規
觉
者
は
飽
く
迄
も
卞
部

_

嶽
で
あ
：り
、
從
つ 

て
究
極
的
に.は

售

力

で

あ
;̂
:
即
ち
、
社
會
に
米
け
る
種
，々

な

衾

互

作

用

は

生

産

力

を

究

極

の

規

定

奪

と

^
^

ブ

こ

達

黎

Q

存

續
'

變
轉

Q

究

营

要

因

で

あ
'

る
。.

.

一
定Q

生
産
力
は
之
：葛

應

し

て

與

へ

ら
.

れ

る

，

1
'

定
Q

_

_

係

Q

下

に

於
 

.

.

^

て
發
^

し

」

、
而

しV

驄
て
其

Q

生
虛
關
係
^

の

矛

盾•

：衝

突

；
が

其

：
の

；
生

產

關

係

の

凝

轉

を

促

す

や

、

.

B

に

其.

の

社

會

の

'
:
^
切

の

上

部

- *
■

.

推
W

が

始

茗
.

f

轉

す

る

：
の

：
蒙

る

o

象

.

ば
と
一
そ
、
，個
人
の
思
想
P

活

動

の

悬

，
全

き

把

捤

を

前

提

と

^

な
け
れ
ば.な

ち

な
^
し
、
：ま
た
個
人
の'思
想
及
び
：行
動
は
之
を
井
の
社
會

0
經
濟
的
鞲
造
及
び«;
0
 

關
聯
に
於
い
で
考
察
す
る
時
に
こ
そ
、

.之
を
其
の
：全

貌

に

於

い

て
/'
'
1.

^
^
^

.

.''
:
.今

兹

に

紹

介

す

：
：
る

.セ

バ
$
ツ

を

裁

書

，
は

.
嚴

密

に

斯

か

る

意

圖

か

ら

書

か

れ

た

る

も

0
;̂
は
.な
い
0

だ
が
、

さ
り
とて
、
其
れ
は
金
然 

濟
思
想
史
硏
究：

に
於
け
る
經
濟
史
的
素
養
の
缺.如

を

暴

露

：
せ
.
，
る

も
.

の
.で
^

^

郎
ち
著
者
は「

序
論」

：に
於
い
て「

路
#

十
_

世

治」 

-F
の
.經
濟
狀
態」

；
を
取
极
ひ
、.興
^
中

で

t.
-
l怫
蘭
西
歷
史
中
最
:i
暗

儋

た

る

時

代

：
の
へ
ー
：
：
つ

」
「

.で
：
ぁ

づ

；
た

路

易

.
十

四

世

治

世

後

华

の

經
濟 

■.的

窮

狀

殊fc
農

村
&
:慘

狀
^
敍

述

し.：て
：
、
；
先

づ

：
ボ

ア

^
'ユ
•へ
1
ル
：
の

生

存
•せ
る

時

代：0

，
る

？
讀

が

、
_;然

ら

ば

、
：
：
當

時

：
の
，經

濟

的

窮

泛

.は

何

故

；に

坐

じ

た

か

0
'
.其
0
:
{主
因
：が
極
端
な
：る
.：マ
丨̂

シ
チ
リ
ズ
ム
の.遂
.行
に
在
る̂

■ 

と

は

周

知

；
の

ど
:̂
に
：屬

す̂
が
-:
:
'然

ら

ば.又

舸

飲

に

：特

忆

盤

西

.に
於
い
.て

ー̂ 

ル
べ(

1

ル
^K

:

ム
が
强 

泡
管
ら
れ
ね
拔
な
ら
食
か
^

お
か
^
擊

に

、
著
者
も
指
摘̂
る
如
乂
、
幾
多
の
對
外
的
戰
役
は
當
時
佛
蘭
西
の

S t
-

-

政
的
逼
追0
重
大
原
へ 

:因
を
^

'1
.
,た
.が
、
然
名
ぱ
又
何
故.に
頻
々
た
名.外
征
が
行.は
れ
；ね.ぱ
な
：ら̂ 

本
誌
、
昭 

和
八
年
.

$
:

月

蜂
'.
'
:
:
.第

：

一
s
i
l
l
s
?
—
1
1:

一
四
頁
及
び
拙
稿
、

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ナ
ト
直
前
の
蜇
農
由
義
運
動
マ
本
赛
昭
和

^

ブ
^

第

七 

'續

»
扼

；
著

渚

：

^{

是

等

の

問

題

：
に

觸

れ

ず

：
に

、

唯

だ

當

時

0
經

濟

的

窮

狀
.の
：
：
平

面

的

溆

述

に

'±
^
て
居
る
の
‘は
、
聊
か
讀
者
 ̂

#
览
^
ぬ
響
支
ば
抱
か
し
む
：る
も
：の
で
は
な̂
^
.ぅ
か
。

'

一
 

.

,

.

.

9

.
時
，の|1
:
會
經
濟
關
係
拉
對
す
る
著
渚
の
«

か
名
稂
本
的
檢
时̂
至
分
析
'の
：缺
如
浩:;

<

'

は
不
亦
分
は
、«
:で
著
者
取
本
»

に
於 

ヾ
眼
泪
^
す
る
^
ア
#
ユ
.><
1
>

，に
.考
へ
，_ら
れ
る
。
即
ち
著
潜
は
本
論
の
.第

一

乃
至
第
三
齣
に
於
い
て
ボ
ア
ギ
ユ
べ

:-
1

ル

の

集

と

彼

の

諸

般

の.活
動
.
I

.刻
明
.に
錄
述 

.

(

ニ

ふ

落「

ボ
.ア

ギ

ニ

ー

五

三

(
I
.

五
三)
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; 

>
J
; 

J 

-«!. 

- 

- 

:

>.
‘
M
- 
i

ロ

バ

’

ッ
 

J

'T
S

T

ル
，

」

” 

，

四 

c
l

i

レ

箱
四
齣
に
於
い
.て
彼
馨
作
を
舛
念
に
考
證
し
而
し.て
第
$
齣
以
下
全
蒞
に
互
0
て
彼
.の
思
想
乃
蛋
學
說
內
容
を
詳
細
に
說
述
し 

て
超
.る
が
、
併
し
其
れ
等
は-
動
も
す
れ
ば
、
所
謂
取
な
る
個
人
の.傳
記
的
記
述
i

學
說
の
羅
列
.

i
せ
ん
と
す
る
危
險I

分
に 

包
藏
せ
々
も
の
で
t

。
.
.ボ
ア
ギH

べ
丨
ル
-の
社
#
經
濟
思
想
が
如
何
に
し.て
注
じ
た
か
。
其
れ
が
如
何
に
麗
し
た
か
。
又
兆
の
思 

想
の
社
會
的
特
質
は
何
處
に
奢
か
タ•凡
そ
#
サ
の
問
題
は
單
に
彼
の
倜
人
的
事
情
の.緒
盤
若
く
は
彼
の
思
想
の
詳
解
の
み
を
以
て
し.
 

て

は

疋

當

，
に

理

»
し

得

ら

る|

の

で

は

な

い
0
然

も

之

を

彼
-の

思

想

簋

の

硏

究

.の
み

に

依

つ

て

解

.決
せ
ん
と
す
る
と
き
、
遂
に
其 

.れ
が
思
想
乃
至
學
說
の
並
列
的
羅
列
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
蔻
し
當
然
の
と
と
で
炎
ら
ぅ
。
蓉
者
は
多
分
に

it
の
弊
に
陷
つ
r」 

居
る
。
斯
く
‘て
、
著
者
は
、
.第
五
乃
粟
第
 <

1

に
於
い
•て
ボK

ギ
ュ
べ
丨
ル
の
財
败
改
革«

1
、
第
九
及
び
笫
十
齣
に
於̂
て
«
o
, 

パ
®
舊
經
r
に
關
ず
る
.被
嫌
概
念
を
'、
：
第

十

」

及

び

第

十|:窗

.に
於
い
て
彼
.(0
:
貨
を
信
用
及
び
.機

.價
将
趣
論
を
、
っ
第±〗

藤

：し
於
ぐ 

て
：彼
0
地
：
：
代

理

諭

を

、
，
ー

笫

十

四

贿

に

；於

い

セ

：
彼

.雇

濟

的

均

衡

：
理

：

■

而

し
.て
第
.十
五
齣
乃
震
後
の
第
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